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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

庄内平野の中心部に位置し、田園の広がる

三川町にとって、最大の課題は少子高齢化をい

かに減速させ人口の減少を抑えていくかにある。

中学校の生徒数が加速的に減少しつつあるなか

で、地域移行に関わる体制づくりをしっかり整えな

ければ、より本町から人が離れていくことにつながり

かねない。

地域移行に関わり、次の４つの点を重視しな

がらすすめてきた。

①身近にスポーツに接する環境があること。

②将来を見据えながら、既存の体育施設の有

効活用を図っていくこと。

③長期的な視野で、スポーツに関わる子どもの

育成を図っていくこと。

④近隣の市・町と連携を図りながら地域移行

の体制を整えていくこと。

三川町民のスポーツへの関心は高く、年代を

問わず様々な団体に属しながら楽しんでいる。し

かし、これまで自治体主導の体制にのることがほ

とんどで、指導者の育成やクラブの運営を行うこと

はなく、地域移行による地域クラブの立ち上げ等

への関心については低いものがある。持続可能な

組織体制の確立のためには、一層の理解と協力

を求めていきたい。

面積 33.22 k㎡

人口 7,012 人

公立中学校数 １ 校

公立中学校生徒数 204 人

部活動数 ９ 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会

【社会教育係】

・総括コーディネーターの配置

・部活動改革全般に関する活動の支援（補助金の交付、事務業務補助等）

【学校教育係】

・中学校との連携、調整

・学校体育施設、備品の利用等

令和6年4月
・総括コーディネーターの配置

令和6年7月
・三川中学校部活動・クラブ懇談会（指導者・保護者へ
状況報告、今後の方向性の説明等）

・三川町スポーツ文化振興協議会総会兼指導者懇談会

令和6年10月
・令和7年度山形県中学校体育連盟主催大会への地域

クラブ活動の参加に関わる説明会への参加

令和6年11月
・県教育委員会、県スポーツ協会主催「地域クラブ登等指
導者研修会」への参加案内

令和7年1月
・中体連クラブ登録申請手続き
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 １ 校 実施した地域クラブ総数 10 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） ９ クラブ（９ 部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） １ クラブ（バドミントン）

全体の指導者数 22 人 全体の運営スタッフ数 ２ 人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所
指導
者数

運営スタッフ
数

（他クラブと兼
務）

会費 大会参加方法

キャノーラFC 協議会 サッカー
月 ８ 回
週 ２ 回

平日夜間
休日日中

１年 ０人
２年 ６人
３年 ５人

120 分
三川中グラウンド
アスレなの花

１ 人
２ 人（内、
兼務２人）

保護者会
費15,000
円/年

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ

Jrバドミント
ンクラブ

協議会 バドミントン
月 15 回
週 4 回

平日夜間
休日日中

１年 ３人
２年 ４人
３年 ３人

120 分
三川中体育館
町民体育館

２ 人 ２ 人（内、
兼務２人）

保護者会
費10,000
円/年

中体連：地域ク
ラブ

その他：地域ク
ラブ

ソフトテニスク
ラブ

協議会 ソフトテニス
月 ８ 回
週 ２ 回

平日夜間
休日日中

１年 ３人
２年 ９人
３年 ７人

120 分
屋外テニスコート
アスレなの花

１ 人 ２ 人（内、
兼務２人）

保護者会
費10,000
円/年

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営団体名 三川町スポーツ文化振興協議会

期間と日数
４月１日 ～ ３月31日
月８回程度

指導者の主な属性 部活動指導員

活動場所
三川中グラウンド
アスレなの花（屋内多目的運動施設）

主な移動手段 自転車・自家用車（保護者）

１人あたりの参加会費
等（年額）

サッカー：15,000円
（保護者会費として徴収）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●キャノーラFCクラブ 活動概要

【指導者】

・代表指導者 １ 名/クラブ

役割：クラブ員の指導、練習計画の作成等

・サポート指導者 ２ 名程度/クラブ

役割：クラブ員の指導等

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

三
川
町

三
川
町
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
協
議
会

（
運
営
主
体
）

野球 サッカー

ソフトテニス 男子バスケ

女子バスケ バレーボール

卓球 柔道

剣道 バドミントン

業務委託

・運営体制の整備
・地域クラブ活動の実施
・指導者謝金の支払い
・保険加入

・連絡体制

三
川
中
学
校

参加

【運営スタッフ】

・事務局長（総括コーディネーター兼務）

役割：運営体制の整備、関係団体との連絡・

調整等

・事務補助員

役割：会計、保険対応、各種案内の送付等
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取組内容

2.実証内容と成果

広域的な活動を行う総括コー

ディネーターを1名配置し、学校、

関係団体（町スポーツ協会、ス

ポーツ少年団本部、総合型地

域スポーツクラブ等）、近隣市

町との連絡調整・指導助言等を

行う。

協議会が中心となり、これまで学校中心で行われてきた部活動を極力継続する形で地域移行を進めてきた。

その結果、生徒や保護者の戸惑いも少なく活動が継続して行われてきている。

最大の課題になるのが地域指導者の確保であり、なかなか地域指導者を確保することは本町では困難であ

る。保護者による責任を明確にし、活動をやりながら指導者育成にあたっている。また、協議会としては、広く指

導者の募集を行ってきたが専門的資格を有する人材が少なく苦労している。協議会でリストアップしたうえで紹

介できるよう対応していくことも考えている。

中学校によると休日や夜間の部活動に出ることがなくなり、顧問の負担は大きく削減できている。ただ、完全に

部活動を地域移行したわけではなく、部活動と地域指導者による活動を並行して実施していることから、地域

指導者との連絡・調整は欠かすことができないため、以前に増して、連携は深まっている。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

総括コーディネーターは、三川町スポーツ文化振興協議会の事務局長

を兼務し、各団体への指導助言及び様々な要望等を聞き取りながら地

域クラブの円滑な運営に取り組んでいる。また、学校や行政及び地域団

体との連絡調整にあたりながら、持続可能な地域クラブの運営を目指し

ている。

総括コーディネーターを現職の部活動指導員に委嘱していることもあり、

学校と情報共有しながら取組を推進できている。一方、以前から町ス

ポーツ関係団体間の連携が希薄という課題がある。これを契機に団体間

の連携を深め、町のスポーツ振興を図りたい。
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取組内容

2.実証内容と成果

・部活動段階で各部に地域指導者を依頼しており、地域クラブに

おいてもその方たちを優先的に指導者として取り込んでいく。

・指導者に対して、資質向上のための研修を開催する。

部活動時に地域指導者として部活動を支えてき

た方が多く、顧問との連携や意思疎通がとれている。

地域クラブの指導者となってからも、学校の事情に配

慮し運営が行われている。また、長年にわたり、子ど

もの健全育成を考えて関わってきたこともあり、スポー

ツハラスメントに対する意識等も高い。そのため、生

徒も安心して活動に取り組んでいる。

22 名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保

取組事項 取組の成果指導者の人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0名

20代 0名
30代 0名

40代 10名

50代 ８名

60代以上 ４名

指導者の年齢構成

指導者属性

指導者の多くが、スポーツ少年団や中学校部活動の地域指

導者として長年にわたって献身的に指導に当たられてきた方が

多い。仕事を持ちながらボランティアとして指導にあたってきた。

指導者研修の内容

指導者研修は、指導者としての適正に関することを主に、総会時や指

導者に会する機会に紙面で行った。健全育成の観点を踏まえ、活動前と

終了後のあいさつや声掛けの重要性についてや、指導者として安全な活

動を行うための練習用具の点検、スポーツハラスメントとしての指導者とプ

レイヤーの信頼関係づくりとプレイヤーセンタードの注意すべきことなど、すべ

ての団体に共通する内容を中心に伝達した。

受講者の声

・普段実践し注意をしていることとはいえ、文書で目にすると難しい時代に

なってきたと改めて感じた。自分自身のコントロールが大事。

・プレーヤーズセンタードという考え方には賛成しているものの、指導者や

保護者等があまりにも選手に気を遣いすぎていることもある。

今後の課題と対応方針

〇指導者の高齢化が進んでいる。また、指導にあたる中で必要な指導

者資格や審判資格等を自費で更新している。若い年代の指導者育成

と、指導者に関わる資格取得の支援について検討する必要がある。
・開催日：7月30日

・参加人数：20人（指導者、保護者代表等）

指導者研修の参加実績
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 オ：内容の充実

取組事項

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組の成果

今後の課題と対応方針

中学生だけの活動では人数的な面で練習内容も限られ有効な活動を仕組むことが難しい。また、スポーツ少年団においても団員の減少により同様の課

題をもっている。そこで、スポーツ少年団を取り込んだ活動組織にし、小中一貫した育成を協議会で提案している。社会人の競技団体も取り込み、小学

生から社会人までを対象とした合同練習会等を企画し、世代間の交流を深め、競技の楽しみを分かち合う機会を創出したい。

スポーツ少年団の指導者には、小中一貫した育成形式を望む声は多く、実施可能と考えられるが、保護者への理解や協力をどのように進めていくかが課

題となっている。また、身体的発達段階を考慮してのカテゴリー編成なども課題である。さらに、競技によってはボールの大きさ、コートの大きさ、体格の違い

等で配慮する事がある。指導者間で効果的な練習形態を考えることも必要である。

現在活動している地域クラブの中には、以前からスポーツ少年団、地域クラブ、社会人の競技団体において、一貫した活動体制が構築されている競技

（柔道・バトミントンなど）があり、その取り組みを例にとりながら活動の呼びかけを行い、その方向性については各指導者より理解を得ている。

一方で、競技によってはスポ少（小学生）と地域クラブ（中学生）とでは使用するコートや用具の違いがあり、合同での練習が難しく実現には至ってい

ない。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等①

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

地域クラブの運営、活動費をどのように算出するかについては大きな課題である。これまでの部活動と大きく差があれば地域クラブへの加入減少に拍車が

かかる。そのため、 受益者負担としての適正な会費の設定や、地域からの支援をどのように考え協力体制を整えるか検討する。

取組事項

地域クラブに係る経費

■ランニングコストの分析

〇スポーツ活動費

・指導者謝金（380千円）

・消耗品（331千円）

〇スポーツ活動費（保険料）

・生徒（70千円）

・指導者（37千円）

〇事務局運営費

・事務局長謝金（197千円）

・旅費（8千円）

・会議費（5千円）

・通信運搬費（10千円）

・振込手数料（8千円）

・中体連クラブ登録手数料（3千円）

令和7年3月31日までの見込み ※赤字＝2月11日以降の支出予定

項目 委託金 町費（補助金） 受益者負担 費用計

スポーツ活動費 314,337 396,507 0 710,844

①指導者謝金 0 380,000 0 380,000

②消耗品 314,337 16,507 0 330,844

スポーツ活動費（保険料） 0 0 105,850 105,850

③生徒 0 0 69,600 69,600

④指導者 0 0 36,250 36,250

事務局運営費 185,663 43,320 0 228,983

⑤事務局長謝金 160,500 36,000 0 196,500

⑥旅費 7,840 0 0 7,840

⑦会議費 2,447 2,500 0 4,947

⑧通信運搬費 9,156 0 0 9,156

⑨振込手数料 5,720 1,820 0 7,540

⑩中体連クラブ登録手数料 0 3,000 0 3,000

500,000 439,827 105,850 1,045,677合計
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等②

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

持続的な運営に必要な受益者負担額の試算 収支バランス

・令和６年度の地域クラブに係る経費は

1,045,677円である。（見込）

・来年度のクラブ加入生徒数を90名と仮定する。

・保険料は生徒の保護者や指導者自らが負担す

るべきものと考える。

⇩

①全額を受益者負担とした場合、

（「スポーツ活動費」+「事務局運営費」）÷

「生徒数」 +「保険料」

939,827円÷90名＝10,442円+保険料

②事務局運営費を受益者負担とした場合、

「事務局運営費」÷「生徒数」+「保険料」

228,983円÷90名＝2,544円+保険料

地域クラブの収入および支出の割合は以下のとおりであった。

228,983 

105,850 

710,844 

105,850 

439,827 

500,000 

0

200,000

400,000

600,000

800,000

1,000,000

1,200,000

収入 支出

収入 【収入】スポーツ庁委託金

収入 【収入】町費（補助金）

収入【収入】受益者負担

支出【支出】スポーツ活動費

支出【支出】スポーツ活動費（保険料）

支出 【支出】事務局運営費

内容 金額（円）割合（％） 内容 金額（円） 割合（％）

スポーツ庁委託金 500,000 48% スポーツ活動費 710,844 68%

町費（補助金） 439,827 42% スポーツ活動費（保険料） 105,850 10%

受益者負担 105,850 10% 事務局運営費 228,983 22%

合計 1,045,677 100% 合計 1,045,677 100%

収入 支出
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 カ：参加費用負担の支援等③

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

運営主体の収支構造を3つに分けて検証を行った。

〇「スポーツ活動費」について、指導者謝金については協議会より一定の金額を支給しており、町費（補助金）を活用する。消耗品等はクラブ毎に生徒

数や活動内容によって金額が異なるため、各クラブの保護者会費として徴収した中から捻出する。（10,000～30,000円程度）

〇「スポーツ活動費（保険料）」については、生徒の保護者や指導者等自らが負担するべきものと考える。

〇「事務局運営費」については、地域クラブを運営するために必要な経費であることから、全クラブ員から受益者負担として徴収する。

地域移行に関わる財源をすべて受益者負担としていくことは、地域移行の継続をより困難なものにしていくと考える。民間クラブと異なり地域の子どもの受

け皿としての地域クラブであり、受益者の負担を極力抑えることができれば、身近な子どもの受け皿としての地域クラブへの理解も広まり参加者も増える。そ

のためには、町の教育予算の中で学校に振り分けられていた部活動に関わる予算を地域活動の運営にどの程度取り込むことができるか、また、県予算の中

で、教職員にこれまで支給されていた特別勤務手当や出張旅費などの財源が地域活動にどのような形で割り振りされていくのかを重視したい。行政による

支援なしでの運営は人口の少ない本町では難しい。

取組の成果

今後の課題と対応方針

地域クラブ活動において財政確保は大きな課題である。生徒数はこれから減少していくことに伴い、受益者負担は今後より一層高まることとなる。受益

者の負担を抑えながら円滑に活動を進めていくには、地域住民や企業、行政の支援が必要であるため、持続的に活動することを前提とした仕組みを構

築する。
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取組内容

2.実証内容と成果

●取組項目名 キ：学校施設の活用等

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

取組事項

今後の課題と対応方針

これまで部活動で利用していた施設を地域クラブ活動においても利用することができる。活動場所を変更せずにこれまでと同じように活動できることで、

保護者による送迎等の負担が軽減されている。また、生徒や指導者にとっても普段から利用している場所であり、用具の運搬、後始末等も容易で負担

なく活動することができている。

取組の成果

これまで部活動で使用していた町体育施設および学校体育施設を地域クラブ活動においても継続して使用する。また、施設使用料に関して、部活動

同様に、地域クラブ活動においても全額免除での使用を許可する。

今後も継続して町体育施設および学校体育施設を継続して使用できるよう調整していきたい。また、町内の多くの施設を使用できる利点を生かして、

当町を拠点とするクラブ活動を展開していくことを検討する。
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

〇地域クラブとしての活動を広く情報提供し、活動への参加者を募ること。

〇地域への理解と協力をお願いしていくこと。

〇指導者の確保と育成を継続的に行っていくこと。

〇財政的基盤の見通しを構築すること。

●今後に向けて

地域移行へ向けた取り組みを始めて２年目を迎え

る。運営主体となる三川町スポーツ文化振興協議

会が学校や関係団体と連携を取りながら進めてきた

ことで、活動は円滑に地域へ移行しつつある。しかし、

半世紀以上にわたって築き上げてきた部活動の体制

を大きく変えることとなるこの改革にはまだまだ多くの課

題が残っている。

子どもに戸惑いを感じさせないよう、活動が衰退し

ないよう配慮しながら進めてきた。今後、この活動を

地域として継続的なものにすることを考えると、指導

者確保・育成の問題、生徒数の減少による活動の

在り方、他の自治体との連携した取り組み、保護者

の負担軽減といった課題が残っており時間を要するも

のである。将来を見据えながら、本町のスポーツ育成

の体制を築いていくことが今後も必要である。

〇協議会が中心となり、これまで学校中心で行われてきた部活動を極力継続する形

で地域移行を進めてきた。その結果、生徒や保護者の戸惑いも少なく活動が継続し

て行われてきている。

〇部活動時に地域指導者として部活動を支えてきた方が多く、顧問との連携や意思

疎通がとれており、生徒も安心して活動に取り組んでいる。

〇学校と連携し、情報を共有しながら改革が進められている。
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2.実証内容と成果③

【生徒への参加啓発チラシ】

参考資料

広報資料

三川町スポーツ文化振興協議
会、さらには、部活動の地域移
行を広く、町内・町民に知ってほ
しいと考えポスターの作成を行っ
た。
地域移行した部活動競技と
町内で行われてきたスポーツ活
動を一緒に地域で盛り上げてい
くことをねらいとし、町内の公共
施設や学校等に配布した。
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【バレーボールクラブ】

【剣道クラブ】

【バレーボールクラブ】

【卓球クラブ】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

学校、関係団体（スポーツ協会、スポーツ少年団本部、総合型

地域スポーツクラブ等）、教育委員会、総括コーディネーター

●経過

令和4年度より、学校運営協議会において各学校の委員から地

域移行に関する意見や課題の聞き取りを行なった。また、町スポー

ツ協会、スポーツ少年団本部、総合型地域スポーツクラブ等からな

る「三川中学校部活動の地域移行準備検討委員会」を設立し、

今後の方向性等について協議を重ねた。

令和5年度に運営主体となる「三川町スポーツ文化振興協議

会」を設立した。

●実施内容

協議会設立後、部活動の活動を極力引き継ぐ形で地域クラブ

を立上げ、総括コーディネーターを中心に保護者や指導者等に説

明を行った。令和5年度内に、三川中学校全部活動の休日活動

は地域スポーツクラブ活動へと移行した。

令和４年

地域移行
準備委員会

地域移行の開始

令和６年 令和７年

協議会の設立
総括コーディネーター

配置

学校との調整
保護者へ説明

地域クラブ化の
提示

地域展開への

開始

令和５年

●実施にあたって生じた課題

・部活動の外部指導者としてこれまで支えてきた方が引き続き地域
指導者として指導にあたっているが、ボランティア意識で指導してきた
指導者が多く、責任ある立場になりたがらない。

・民間クラブの結成が広まり、小学校年代から地域を超えて加入を
希望する生徒が増え、加入者の減少が続いている。

・現在、スポーツ庁委託金や町費による支援を受けて運営している
が、今後持続的に運営していくための財政基盤を確立する必要が
ある。

●今後の展開

・指導者の育成の面で、指導者向けの講習会の開催や、指導者同
士の情報交換の場を提供する。

・町体育施設および学校体育施設の使用における減免利用や優先
利用を打ち出しながら、地域クラブの利点について周知し、クラブ員の
確保に取り組む。

・持続可能な地域クラブ運営とするため、受益者負担の必要性等を
保護者や地域住民に説明し理解を得る。
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性

三川町における地域移行（地域展開）のスケジュール

《 改 革 推 進 期 間 》

令和５年 令和６年 令和７年 令和８年 令和９年 令和１０年 令和１１年 令和１２年 令和１３年

《 改 革 実 行 期 間 》

三川町スポーツ
文化振興協議会
設立

三川町としての支援体制確立

改革推進案の作成と提示
協議会規約等の整備
ガイドラインの作成

２月・９月の総会開催
現状報告と会計報告

指導者講習会開催
指導者育成の方針

現存の部活動を地域に移行

三川町子どもの地域クラブ
（キャノーラクラブ立上げ）

参加団体の募集

指導者への周知徹底
地域への周知
地域への協力依頼
保護者への周知

県中体連への登録申請

ポスター作製

財政支援の原案作成
受益者負担案作成

近隣市町との調整

年1回の総会開催

三川町スポーツ文化振興協議会として支援団体を限定

地域クラブで活動
（三川町として単独選択肢の限定）

その他の選択肢は近隣市町と調整し実施



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

山形県 庄内町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

山形県庄内町

0234-43-0194

教育委員会社会教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

庄内町には公立中学校２校（余目中学校・

立川中学校）があり、21の部活動や保護者会

クラブ活動により子供たちがスポーツ・文化活動

に取り組んでいる。放課後は顧問がつく部活動と

して、また夜間は、教育委員会が委嘱した地域

クラブ指導者の指導の下、保護者会が運営する

支援クラブ活動（保護者会活動：地域クラブ

活動）やスポ少などで活動。休日は、部活動と

して行う種目や支援クラブ活動として行う種目な

ど様々だが、令和7年度末までには段階的に部

活動（顧問がついての活動）を減らしていくこと

としている。

そうした中で、生徒数の減少と、それに伴う教

員の減少により、大会に出場できなかったり、活

動の選択肢が少なく、やりたい活動ができなかっ

たりという課題が年々顕著になってきている。 こ

うした背景に伴う部活動改革の必要性について

は、徐々に関係者からも理解を得つつあり、数

種目ではあるが地域クラブとして活動する団体も

増えてきている。しかしながら、その改革の仕組み

の複雑さ、また将来的な方向性や運営・金銭的

な負担増への不安感を抱く関係者も多く、一層

の理解を求めていく必要がある。

面積 249.17 k㎡

人口 19,144 人

公立中学校数 2 校

公立中学校生徒数 457 人

部活動数 21 部活

市区町村の協

議会・検討会議

等の設置状況

設置済

市区町村の推進

計画・ガイドライン

等の策定状況

策定済

出典：庄内町教育委員会
※部活動数には保護者会運営の支援クラブ含まず。
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉教育委員会（教育課〈学校体育担当課〉）

・中学校や関係団体（学校後援会、生徒会等）との連絡調整

・部活動指導員の設置

令和６年４月
令和６年度ガイドライン施行
部活動改革試行事業
地域クラブ指導者委嘱

令和６年５月 部活動改革検討協議会①

令和６年７月

部活動改革説明会
部活動改革移行調査
庄内町総合型スポーツクラブでの
地域移行団体登録受付開始

令和６年10月 部活動改革検討協議会②

令和６年11月

地域クラブ指導者等研修会
中学生地域クラブ登録規程施行
体育施設等一部改正規則公布
（地域クラブ使用料免除）

令和７年１月 部活動状況ヒアリング

令和７年２月 部活動改革検討協議会③

◉教育委員会（社会教育課〈スポーツ主管課〉）

・地域クラブ指導者の委嘱（庄内町スポーツ協会との連携）

・町主導の受け皿の体制整備（庄内町総合型スポーツクラブ）

・町ガイドラインの策定

・町地域クラブ登録制度の実施と地域クラブへの財政的支援
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 2校 実施した地域クラブ総数 21クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数） 6クラブ（5部活）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 0クラブ

全体の指導者数 45人 全体の運営スタッフ数

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは末
尾に（新）を付ける

実施回数
実施時間
帯

参加者
（学年別）

実施期間 活動場所 指導者数 運営スタッフ数
（他クラブと兼務）

会費
大会参加方

法

コメっちわくわくクラブ
中学生クラブコース
（陸上）

総合型ス
ポーツクラ
ブ

陸上 週４回
平日夕方、
休日午後

１年12名
２年８名

年間
町総合体育
館他

3人
6人（内、兼務6
人）

8,300円／
年

中体連・その
他：部活動

庄内柔道クラブ
スポーツ
少年団

柔道 週5回以内
平日夜間、
休日午前

１年３名
２年４名

年間
立川中学校
他

3人
18,000円
／年

中体連：部活
動、地域クラブ
その他：地域ク
ラブ

ＦＣ余目
スポーツ
少年団

サッカー 週３回 夕方
１年４名
２年８名

年間
町サッカー場
他

２名
10,000円/
年

中体連・その
他：地域クラブ

立川体操スポーツ少
年団

スポーツ
少年団

体操 週5日以内
平日夕方
休日日中

2年1名
3年3名

年間
町体操競技
練習場

3名
5,000円／
年

中体連・その
他：地域クラブ

庄内ソフトボールクラブ
スポーツ
少年団

ソフトボール 週2回
平日夕方
休日午前

1年7名
2年4名

年間
町ソフトボール
場他

3名
10,000円
／年

中体連・その
他：地域クラブ

庄内少年野球クラブ 野球 週3回
平日夜間
休日日中

1年8名
2年4名
3年11名

年間
町笠山グラウ
ンド他

3人
15,000円
／年

中体連：部活
動
その他：地域ク
ラブ

③その他、体験会やイベント等の開催実績

なし

【庄内町中学生地域クラブ登録規程に基づき登録された地域クラブ（令和7年2月18日現在）】
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主な取組

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

陸上

運営団体名
一般社団法人庄内町総合型スポーツク
ラブ コメっちわくわくクラブ

期間と日数
11月1日～
週4回

指導者の主な属性
地域クラブ指導者
（教育委員会委嘱 移行後はクラブで
委嘱）

活動場所 庄内町総合体育館、余目中学校

主な移動手段 徒歩、自転車

１人あたりの参加会費
等（年額）

8,300円／年
（生徒保険料含む）

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

●コメっちわくわくクラブ中学生クラブコース（陸上）活動概要

●理事長 全体総括

●クラブマネジャー 中学生クラブコースの管理運営

●部活動改革コーディネーター 中学生クラブコースの指導者や保護者との連絡調整

●地域クラブ指導者 指導

●保護者 運営協力等

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

運営主体：コメっちわくわくクラブ

中学生クラブコース

○○コース 陸上コース △△コース

(R6.11月～）

庄

内

町

業

務

委

託

余

目

中

学

校

参

加

理事長

クラブマネジャー

部活動改革コーディネーター

【役割】
①会員負担金にかかる会計

②保険（加入手続き、事故報告手続
き）

③物品購入（会員数に応じ定める予算

の範囲内）
④施設定期利用の申込集約

⑤「庄内町小中学生のスポーツ・文化
活動ガイドライン」

遵守の確認
⑥関係団体（中学校、スポーツ協会

その他スタッフ

運営協力



6

取組内容

2.実証内容と成果

・庄内町部活動改革検討協議

会の開催、関係団体との連絡

調整や課題の共有、検証。

・庄内町総合型スポーツクラブコ

メっちわくわくクラブへ庄内町部活

動改革試行事業を委託。部活

動改革コーディネーターの雇用。

・スポーツ協会、スポーツ少年団、指導者や保護者の代表、小

中学校、そして町主導の受け皿として整備する庄内町総合型

スポーツクラブコメっちわくわくクラブ（運動部）や響ホール事業

推進協議会（文化部）など関係者による検討協議会を開

催。部活動改革推進に向け、体制整備や課題解決への助言

等得ることができた。

・コメっちわくわくクラブに対し「庄内町部活動改革試行事業」を

委託。部活動改革コーディネーターの雇用により、試行的に地

域クラブ（陸上）の受け入れと運営を担った。令和7年度の

本格的な地域移行に向けた足がかりとなることができた。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

コーディネーターの具体的な動きの実績

・6月から7月にかけ、コメっちわくわくクラブへの移行団体募集を実施。

（図参照）

・６月から7月にかけ教育委員会が実施した「部活動改革意向調査

（地域移行の方向性調査）」で、コメっちわくわくクラブへの移行の考えを

示した部と、進め方についての相談打合せを行った。

・今後、コメっちわくわくクラブへの移行を考える部活動との相談体制を、引

き続き整えていく必要がある。

・令和6年度に移行した種目（陸上）の運営や受益者負担など、これ

までの反省や課題を踏まえ、令和7年度により確立させていく必要がある。

コメっちわくわくクラブ登録団体募集チラシ（R6.6月）
出典：庄内町教育委員会
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取組内容

2.実証内容と成果

・庄内町スポーツ協会との連携によ

り指導者の確保に努める。

・町主催による地域クラブ指導者の

資質向上を目的とした研修会を開

催し、生徒にとって望ましいスポーツ

環境の構築を図る。

45名

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保①

取組事項

取組の成果

地域クラブ指導者人数

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

10代 0名

20代 8名
30代 3名

40代 12名
50代 13名

60代以上 9名

指導者年齢構成

・野球 ・バレーボール

・バスケットボール

・ソフトテニス ・卓球

・剣道 ・サッカー

・ソフトボール ・陸上

・バドミントン ・柔道

・体操

種目

・日本サッカー協会公認C級コー

チ（サッカー）

・ファーストコーチ（ソフトボール）

・陸上競技コーチⅠ（陸上）

・全本柔道連盟Bライセンス（柔

道）

・日本スポーツ協会公認スポーツ

指導者（体操）

ほか

資格有無登録者属性

・庄内町スポーツ協会

加盟団体所属 30名

内訳：余目中 26名

立川中 4名

・中学校長推薦 15名

内訳：余目中 3名

立川中 12名

令和６年度　中学校地域クラブ指導者　　　委嘱人数希望数と実績の比較

余目中 立川中
令和６年度 令和６年度 令和６年度 令和６年度
委嘱希望人 委嘱人数 委嘱希望人 委嘱人数

野球 3 3 0 野球 2 2 0
男子バレーボール 3 2 △ 1 女子バレーボール 2 2 0
女子バレーボール 2 1 △ 1 柔道 2 2 0
男子バスケットボール 1 1 0 剣道 2 2 0
女子バスケットボール 2 2 0 体操 3 3 0
男子卓球 3 3 0 バドミントン 2 2 0
女子卓球 1 1 0 卓球 3 3 0
剣道 3 3 0 計 16 16 0
サッカー 2 2 0
男子ソフトテニス 1 2 1
女子ソフトテニス 1 2 1
ソフトボール 3 3 0
陸上 3 3 0
バドミントン 1 1 0

計 29 29 0 総計 45 45 0

部活（クラブ）名 希望との差部活（クラブ）名 希望との差

出典：庄内町教育委員会

・これまで築いてきた庄内町スポーツ協会や中学校との連携（協会が

指導者を推薦し、校長が同意、教育委員会が委嘱）を継続し、地

域クラブ指導者を45名委嘱する事ができた。

・指導者の追加要望に応えることができた半面、当初要望に満たない

指導者数の部もあり、人材確保が引き続き課題。

・地域クラブ指導者等研修会を開催。スポーツハラスメントをテーマにし

た講演により、指導者に求められる指導の在り方・考え方、子供との接

し方など学ぶ機会を提供できた。
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取組内容

2.実証内容と成果

【庄内町地域クラブ指導者等研修会】

・対象 地域クラブ指導者および外部指導者、保護者、町スポーツ協会

加盟団体、庄内町スポーツ少年団関係者、部活動指導員、部活動改

革検討協議会委員、関係機関（コメっちわくわくクラブ、響ホール事業推

進協議会）、中学校、その他関心のある方

・目的

（１）合理的でかつ効率的・効果的なスポーツ活動を推進し、庄内町

のスポーツ理念を実現させるために、指導者や活動責任者のスポーツ医

科学や子供の発達・心理に関わる知識や技能を高める。

（２）令和7年度までの改革推進期間として実施される部活動改革に

ついて理解を深める。

●取組項目名 イ：指導者の質の保障・量の確保②

指導者研修の内容

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

今後の課題と対応方針

参加者アンケートを、今回からスマートフォンで回答できるようにしたところ、

逆に回答率が低くなってしまった（回答者10名）。

◆参加者の声（抜粋）

・自分の指導について見つめ直す機会になった。

・スポーツ指導の難しさを改めて実感し、自身のこれまでの指導を振り

返るこができた。

・日常生活でもハラスメントが話題に

なる今日､大人も子供も自分に置

き換えて勉強する必要を感じた。子

供を守るのは保護者の責任と改め

て思った。

受講者の声

指導者研修の参加実績

・開催日：11月25日 ・開催回数： 1回

・参加人数： 78人

地域クラブ指導者45名のうち、欠席が3名と、93%の出席率となった。

スポーツハラスメントという関心が高いテーマの他、部活動改革の説明も

併せて行ったため、高い出席率となった。ただ、保護者やスポ少関係者、

スポーツ協会関係者の出席がもっと欲しいところであった。

地域移行が進めば、指導者はもちろん、保護者やスポーツ協会、ス

ポーツ少年団関係者の関わりも今まで以上に大きくなっていく。指導方法、

子供との接し方、中学校との連携など、課題や不安として挙げられている

事項をテーマにするなど、よりニーズを把握した内容の研修を開催していく

必要がある。

出典：庄内町教育委員会
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取組内容

2.実証内容と成果

・町が主導して地域クラブ運営

主体として整備を進める庄内町

総合型スポーツクラブコメっちわく

わくクラブに対し「庄内町部活動

改革試行事業」を委託、密な連

携を図りながら、部活動の地域

クラブとしての試行的な受け入れ

や、令和7年度に複数種目を受

け入れるための体制整備を行う。

・関係機関、部署との連携。

・コメっちわくわくクラブは、町内体育施設の指定管理者であるほか、中学校部活動・クラブはもとより、スポーツ協

会、スポーツ少年団など体育関係者との関わりが深い。そうした利点を生かしつつ、受け皿体制整備業務を委託

することで、試行的に1種目（陸上）を受け入れることができた。

・町内２中学校間の距離が離れていることから、

地域クラブ活動への移動手段が課題となっていたが、

町営バスの担当部署（企画情報課）との連携を

図ることにより、放課後の町営バス運行時刻を地域

クラブ活動の時間に合わせた改正を行った。（令和

7年4月１日より施行の見込み）

・指定管理団体、首長部局と連携し、地域クラブの

施設使用料の規定を改正した（令和7年4月１日施行）。

・地域移行の方向性が決まっていない部活

動の受け皿の選択肢として、引き続き関係

機関と連携し体制整備、情報共有していく。

・町営バスほか、地域クラブ化が進むことによ

る交通手段の課題を把握しながら、ニーズに

合った対応や改善を進めていく。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

・運行日 火曜日から金曜日まで運行

・バス仕様 マイクロバス（27人乗り）

ハイエース（12人乗り）

・運行経路 立川複合拠点施設から、第四ま

ちづくりセンターを経由して、庄内町役場まで移

動できるように改正。

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

バス等の運行 バス等の運航経費

・利用料

中学生の部活動の地域移行後の使用料につ

いては無料となるように、令和6年度中に条例

改正を予定。

出典：庄内町企画情報課
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

徐々にではあるが地域移行が進んできてはいるものの、地域クラブとしての運営方法、

改革推進期間以降の地域クラブの在り方、受益者負担による負担増や財源の確保、

未だ明確に示されない中体連や部活動の今後の方向性など、課題や不安は山積し

たままである。指導者や保護者の声を引き続き吸い上げながら、子供達のより良いス

ポーツ・文化活動の環境整備を目指し、施策を展開してく必要がある。

●今後に向けて

令和5年度において最大の課題だった、指導者や

保護者から部活動改革の理解を得ることについては、

部活動改革説明会の開催や各中学校での会合

（部活動・クラブ連絡会席上での説明）、研修会

など、できる限り説明や情報提供に努めた。その他、

質問や相談があれば、教育委員会や部活動改革

コーディネーターが都度説明に応じるなど、きめ細かな

対応に努めた。また、ホームページでも、本町取り組

みはもとより、近隣自治体の情報や中体連、各種研

修会の資料など、できる限り情報提供にも努めた。

そうした中、本町の地域移行が思うように進まない

中で、本事業で体制整備を図った総合型スポーツク

ラブでの１種目（陸上）の地域移行、そして、町と

して地域クラブを登録する「庄内町地域クラブ登録制

度」の新設、地域クラブの施設利用料減免の規定、

町営バスの時刻改正、そして、新年度に向けた、地

域クラブの運営を支援する財政支援の方向性を打ち

出すなど、できる施策を一つずつ取り組んでいった。令

和７年度末までにすべての部活動が地域移行を達

成するという目標に向け、着実に進む事ができた。

すべての部活動の指導者や保護者に、部活動改革の詳細を理解いただくまでには

至っていないが、総合型スポーツクラブでの１種目受入れをはじめ、スポーツ少年団と

いった形やこれまでの合同部活動を発展させた形での地域クラブなど、計６つの部活

動が地域クラブ化に至った。町内２中学校では、生徒の活動の選択肢が少ない、部

員が少なくて大会に出場できないといった状況が年々深刻化する中で、新年度を前に

選択の幅を広げることができたことは、大きな成果と言える。

また、部活動改革検討協議会で関係団体からの意見や要望を吸い上げ、課題や

ニーズを明確化し、町の取り組みに反映させることができたほか、町議会でも部活動改

革への提言がなされるなど、地域における改革の広がりを感じることができた一年でも

あった。



11

アンケート結果

2.実証内容と成果②

●部活動改革意向調査（各部・クラブの地域移行の方向性調査）

目的：令和7年度末まで地域へ移行する目標に向け、各部・クラブが
どのような地域移行を目指しているか把握するため、意向調査を実施。
実施時期：令和6年5月～7月
対象：全ての部・クラブ（22団体 文化部含む）
回答方法：二次元コードよりオンライン回答

結果概略：
対象22団体のうち、50%の11団体から回答。
・総合型スポーツクラブへの移行を考えている部が最も多かった。（6
団体）
・最終的に、意向調査の回答にある地域移行の方法と違う方法で移
行
した団体もあり。（柔道）
・半数以上が地域移行の方向性が定まっていない状況がわかった。

◆調査依頼文書
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アンケート結果

2.実証内容と成果②

出典:庄内町教育委員会

◆調査質問項目と回答
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アンケート結果

2.実証内容と成果②

●庄内町部活動改革説明会

期日：令和６年７月８日（月）
場所：庄内町文化創造館響ホール
内容：
（１）説 明 庄内町の部活動改革について
（２）情報提供
県内及び田川地区中体連における地域クラブの状況

（３）事例発表
立川中学校体操クラブにおける取り組み

参加対象者：
町内中学校地域クラブ指導者および外部指導者
町内中学校部活動・支援クラブ生徒の保護者
庄内町スポーツ協会加盟団体関係者
庄内町スポーツ少年団関係者
町内小学校５学年及び６学年児童の保護者
部活動指導員、町立小中学校教職員
庄内町部活動改革検討協議会委員
参加者数：94名
アンケート（質問等）：
参加者へ二次元コードからの回答を依頼
（3名より回答あり）、町ホームページに主なものを掲載（次ページ図）

事例発表：立川中学校体操クラブ
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アンケート結果

2.実証内容と成果②

出典:庄内町教育委員会
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2.実証内容と成果③

参考資料

●庄内町地域クラブ指導者等研修会

アンケート結果

期日：令和６年11月25日（月）
場所：庄内町余目第四まちづくりセンター
内容：
（１）講 演 「スポーツ指導とハラスメント」
（２）説 明 部活動改革（取組等状況報告）について
参加対象者：
町内中学校地域クラブ指導者および外部指導者
町内中学校部活動・支援クラブ生徒の保護者
庄内町スポーツ協会加盟団体関係者
庄内町スポーツ少年団関係者（本部、指導者、保護者）
部活動指導員
庄内町部活動改革検討協議会委員
関係機関（コメっちわくわくクラブ、響ホール事業推進協議会）
その他関心のある方
参加者数：78名
アンケート（質問等）：
参加者へ二次元コードからの回答を依頼
（10名より回答あり）町ホームページに主なものを掲載したほか、講師から
も回答をいただき、併せて掲載（次ページ図） 講演「スポーツ指導とハラスメント」

山形県スポーツ指導者協議会 百瀬 克浩 氏
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2.実証内容と成果③

出典:庄内町教育委員会

アンケート結果
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

ウォーミングアップ〈ドリル〉（庄内町総合体育館）

ハードル練習（庄内町総合体育館））

コメっちわくわくクラブ中学生クラブコース（陸上コース） 写真提供：庄内町総合型スポーツクラブコメっちわくわくクラブ
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

庄内町総合型スポーツクラブ コメっちわ
くわくクラブ、庄内町スポーツ協会

●経過

町主導で整備する受け皿について、町
とコメっちわくわくクラブとの間で検討を進め
てきた。概略を部活動改革検討協議会
で協議し、同クラブを運営主体として決
定した。

●実施にあたって生じた課題

コメっち内に「中学生クラブコース」を設
置し地域クラブ運営とすることにしたが、そ
の枠組みや受益者負担額、運営体制
など多くの課題があった。

●実施内容、工夫した点 等

3か月かけ全ての部活動・クラブの指導
者や保護者、スポーツ協会加盟団体と
情報交換の場を設け、疑問や不安の吸
い上げと説明を行った。

●ステークホルダー

コメっちわくわくクラブ、庄内町スポーツ
協会、庄内町スポーツ少年団本部、中
学校

●経過

令和7年度の本格移行に向け、「部
活動改革試行事業」として、体制整備
やコメっちわくわくクラブへ移行する部・クラ
ブの受け入れと運営を行う。

●実施にあたっての課題

試行事業として1種目地域移行できた
ものの、他の部活動では依然として移行
の方法、将来的な方向性等、不安を感
じる指導者や保護者が多い。

●実施内容、工夫する点 等

きめ細かな説明や情報提供、移行事
例の紹介のほか、具体的な支援策
（施設減免、財政的支援）なども打ち
出していく。

●ステークホルダー

コメっちわくわくクラブ、庄内町スポーツ
協会、庄内町スポーツ少年団本部、中
学校

●経過（計画）

令和7年度末までにはコメっちわくわくク
ラブ、またはその他の形で地域移行を達
成。令和8年度からはすべての部・クラブ
が地域クラブでの活動とする。

●実施にあたっての課題

令和7年度までには、持続性に欠ける
支援クラブ（保護者会活動）は廃止す
る。

●実施内容、工夫する点 等

部活動改革や地域移行の趣旨説明、
地域クラブ運営又は支援の継続、地域
クラブ指導者の確保等、継続して実施し
ていく。

令和５年

協議会設置
検討開始

体制整備（試行
事業）生徒、保
護者等への説明

令和６年 令和７年 令和８年

受け皿団体選
定、指導者や保
護者等への説
明

コメっちわくわく
クラブ移行と体
制整備（試行
事業）

地域クラブ活動
の開始、コメっち
わくわくクラブへの
本格移行

地域クラブ活動
の拡大、休日の
地域移行完了
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地域連携・地域移行の推進に向けたロードマップ

3.今後の方向性



地域スポーツクラブ活動体制整備事業

令和6年度

地域スポーツクラブ活動への移行に向けた実証事業

山形県遊佐町

自 治 体 名 ：

担 当 課 名 ：

電 話 番 号 ：

山形県遊佐町

0234-72-2236

教育課
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基本情報 地域連携・地域移行における市区町村の現状・課題

1.自治体の基本情報

現在、当町中学校の運動部活動は、陸上部、

野球部、ソフトテニス部、ソフトボール部、卓球

部、男子バスケットボール部、女子バスケットボー

ル部、女子バレーボール部、柔道部、剣道部、

水泳部の11の部活動が活動している。

少子化に伴い、野球部、ソフトボール部が他

の中学校と合同チームで大会等に参加している。

以前はサッカー部も活動していたが、部員の減少

により現在は休部の状況になるなど、部活動自

体の存続が今後困難になってくると思われる。

休日に活動を希望する部活動で部活指導員

の制度を活用し、外部コーチとして指導に従事し

てもらっている。

当町の部活動地域クラブ化の方向性として、

「生涯スポーツ・文化活動の位置づけとして、ス

ポーツ・文化活動に親しむための場を提供するこ

とを目的とする」と部活動検討委員会で定めた。

部活動によっては独自で地域クラブでの活動を

行う動きもあり、中学校全体としての地域クラブ

化の体制整備を図らなければいけない

面積 208.3 k㎡

人口 12,572 人

公立中学校数 1 校

公立中学校生徒数 275 人

部活動数
13 部活

(運動部活動は11部活)

市区町村の協議

会・検討会議等の

設置状況

設置済

市区町村の推進計

画・ガイドライン等の策

定状況

設置済

370

275
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運営体制・役割 年間の事業スケジュール

2.実証内容と成果

●運営体制図（市区町村における推進体制図）

●行政組織内での役割分担

◉遊佐町教育委員会

・学校指導係・・・中学校との連絡調整

中学生の地域スポーツ活動の環境整備

部活動指導員の配置、クラブ支援補助金の検討

・総務学事係・・・スクールバスの検討

・社会教育係・・・地域クラブとの連絡調整

部活動検討委員会の主催、町ガイドラインの作成

令和6年4月 移行運営団体にコーディネー
ターの配置

令和6年4月 遊佐町部活動指導員説明会

令和6年6月 部活動代表者会

令和6年7月 令和6年度第1回検討会議

令和7年1月

令和7年2月

令和7年3月

随時

令和6年度第2回検討会議

部活動全体会での説明

保護者説明会

コーディネーターを中心とした部
活動、地域クラブとの打合せ
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地域スポーツクラブ活動の運営実績

2.実証内容と成果

①全体に関すること

中学校数 1校 実施した地域クラブ総数 1 クラブ

ケース別クラブ数
A：部活動を地域移行した形のクラブ数（及び移行された部活動数）

B：部活動を移行する形態ではない地域クラブ（新たな種目のクラブを新規に創設するケース等） 1クラブ

全体の指導者数 1人

②各クラブに関すること

クラブ名
運営団
体種別

種目
※新規のものは

末尾に（新）を
付ける

実施回数
実施時
間帯

参加者
（学年別）

実施期
間

活動場
所

指導者
数

運営スタッフ数
（他クラブと兼

務）
会費 大会参加方法

遊佐町総
合型スポー
ツ文化クラ
ブ「遊’s」

総合型
クラブ

サッカー 月 10回程度
19：00
～21：
00等

3年：1人
2年：4人
1年：6人

4月～3
月

遊佐中
学校体
育館等

1 人 1人

17,800円
（年額）
※保険料
含む

地域クラブ
※中体連には
参加なし
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主な取組例

2.実証内容と成果

●運営体制図（地域クラブ活動を実施する際の運営体制図）

地域クラブ活動で実施
した種目

サッカー

運営団体名 遊佐町総合型スポーツ文化クラブ「遊’s」

期間と日数
サッカー：4月3日 ～ 1月29日

月10回程度

指導者の主な属性 地域の社会人

活動場所
遊佐中学校体育館
サン・スポーツランド遊佐

主な移動手段 保護者の送迎

１人あたりの参加会費
等（年額）

サッカー：17,000円
※保険料含む

１人あたりの保険料
スポーツ安全保険
生徒１人あたり：800円/年
指導者１人あたり：1,850円/年

遊佐町総合型スポーツ文化クラブ「遊’s」(運営主体)

サッカークラブ（遊佐FC）

・運営体制の整備・地域クラブ活動の実施・指導者謝金の支払い
・保険加入・連絡体制

●遊佐町総合型スポーツ文化クラブ「遊’s」 活動概要

●指導者 1 名

役割：活動において生徒への指導を行う

●運営補助者 1 名

役割：会費の管理、保険加入、指導者謝金の支払い、会場の予約を行う

●指導者や運営スタッフなどの役割分担等

遊佐町
・遊佐中学校
・町外中学校

業務委託 生徒の参加
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取組内容

2.実証内容と成果

○部活動の地域移行のコーディ

ネーターを運営団体に1名配置

し、関係団体・中学校・町との連

絡調整・助言等を行う。

○部活動毎に移行先を検討し、

移行先の地域クラブが持続可能

な運営ができるよう整備を行う。

○サッカークラブの運営

○コーディネーターを運営団体に配置したことにより、関係団体との連絡調整・打合せを円滑に行うことができた。

実証事業のクラブ活動も把握することができ、情報共有がスムーズに行われた。

○指導者のハラスメント等に考慮した適切な指導の効果もあり、アンケートの結果で満足しているとの回答が多く、

町内からの参加者のみならず、町外からの参加希望者もあった。

●取組項目名 ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

取組事項 取組の成果

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組

・部活動地域移行検討会議の中心として、各部活動の地域移行の進

捗状況の報告等を行った。

・各部活動と移行先の地域クラブとの打合せの場に参加し、助言や推進

に努めた。

・部活動地域クラブ化の活動の指針として、ガイドラインの作成のために、

他市町ガイドラインなどの情報を収集し、町のガイドラインの作成に協力し

た。

・サッカークラブの事務処理を行った。

・現在の部活動指導員が地域クラブでの指導を担う方が多いため、

後継となり得る指導者の発掘・育成が必要と考えられる。

・部活動から地域クラブでの活動になるため、夜間の活動が増える可

能性が考えられる。同じ時間帯で活動している一般の団体等との施

設利用の調整が必要と考えられる。

今後の課題と対応方針コーディネーターの具体的な動きの実績
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取組内容

2.実証内容と成果

○部活動関係者に地域移行の

理解と、受入れ先の地域クラブを

検討してもらうため、コーディネー

ターより部活動指導員説明会等

で町の方向性等について説明を

行った。

○コーディネーターの学校・各部活動顧問・外部指導者への細かな連絡調整により、受入れ先に困っていた部活

動と地域クラブとの打合せを実行することができた。

○令和7年度から休日の部活動は地域クラブでの活動を目標としていたが、すべての運動部活動で地域クラブの

受入れ先が決まった。

地域クラブに休日の活動が移行しても、平日の部活動が行われているため、部活動と地域クラブでの活動について情報共有する必要があると

考えられる。中学校（各部活動）・地域クラブ・町等で情報共有の場を設けるとともに、コーディネーターから部活動・地域クラブの活動について

把握してもらい、町に随時情報提供を行ってもらい、地域クラブでの活動に伴う課題を解決していく。

●取組項目名 ウ：関係団体・分野との連携強化

取組事項 取組の成果

今後の課題と対応方針

ア：関係者との連絡調整・指導助言等の体制や運営団体・実施主体の整備

イ：指導者の質の保障・量の確保

ウ：関係団体・分野との連携強化

エ：面的・広域的な取組

オ：内容の充実

カ：参加費用負担の支援等

キ：学校施設の活用等

ク：その他の取組
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総括・成果の評価・今後に向けて

2.実証内容と成果①

●成果の評価●総括

当町では、令和7年度より休日の部活動はクラブでの活動としてスタートすることから、

移行直後は受入れ先の地域クラブが戸惑うことが予想される。行政・学校・コーディ

ネーター等が、地域クラブの状況を共有し、持続可能なクラブ活動を行うために、助言

等の支援・指導を継続する必要があると考えられる。

また、課題解決や平日の地域移行の検討を行うため、部活動検討会議を継続して

いく。

●今後に向けて

当町の実証事業の取り組みとしては、部活動地域

移行のコーディネーターを移行運営団体の総合型クラ

ブに1名配置し、関係団体・中学校・町との連絡調

整や助言等を行うこと、令和7年度から休日の活動

をクラブでスタートするために、各部活動毎に移行先

を検討し、移行先の地域クラブが持続可能な運営が

できるような体制整備を行うため指導・助言を行った。

また、クラブ活動の運営としてサッカー競技の運営を

行った。

コーディネーターを運営団体に配置したことにより、関係団体との連絡調整・打合せ

を円滑に行うことができた。部活動毎に移行先を検討する際は、何度も打合せに参

加し、移行先クラブの説明を行う等して進めたことにより、休日に活動を希望する全て

の部活動で移行先が決まった。また、行政に対してクラブの視点からの意見や助言を

いただき、行政内部に配置するよりも効率的に機能したと考えられる。

クラブ活動の運営については、コーディネーターが活動を把握することにより、活動する

上での課題等について行政と情報共有がスムーズに行われた。
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アンケート結果・参加者の声

2.実証内容と成果②

●参加者の声

●アンケート結果

中学生：指導が分かりやすくて楽しいです。

保護者：子どもも楽しくサッカーをしていて、子どもたちのことを考えて指導してくれているように感じます。

指導者：選手たちはサッカーの技術的な向上はもちろん、サッカーの理解力が上がり、サッカーの戦術などの会話ができるようになったと思います。その効果の波及かと

思いますが、対戦相手だけでなく、チームメイトのことをよく観察して言葉を選んでコミュニケーションが取れることが多くなり、人としての成長を感じることが出来ました。
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2.実証内容と成果③

【総合型クラブ募集チラシ】

出典:遊佐町総合型スポーツ文化クラブ 遊’s

【実証事業対象クラブ拡大】

参考資料（広報資料）

出典:遊佐町総合型スポーツ文化クラブ 遊’s
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参考資料（活動写真）

2.実証内容と成果④

【地域クラブとして大会に参加①】

【練習状況】

【地域クラブとして大会に参加②】
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地域スポーツクラブ活動の実施に至るまでの合意形成プロセス

2.実証内容と成果

●ステークホルダー

小学校、中学校、町内高等学校、スポーツ少年団、スポーツ協会、スポーツ推進委員協議会、町、コーディネーター

●経過

令和4年度より部活動地域移行検討委員会を設置し、当町の部活動地域クラブ化を進めてきた。令和5年度に中学校生徒や保護者等にアンケートを

実施し、町の方向性を定め、地域クラブ化運営団体を遊佐町総合型スポーツ文化クラブ「遊’s」とした。令和6年度は、運営団体にコーディネーターを配置

し、令和7年度から休日の部活動を地域クラブで活動するために、受け皿の検討を開始した。また、地域クラブでの活動に当たってのガイドラインの作成を

進めた。

●実施内容

令和7年度から休日の部活動を地域クラブでの活動を目指し、コーディネーターが部活動と地域クラブとの連絡調整として活動した。

また、中学校において休部状態で活動停止していたサッカー部が運営団体で活動を行っていることから、実証事業として取り組むこととした。運営団体の

サッカークラブは町外からの参加が可能である。

●実施にあたっての課題

地域クラブの活動において、活動場所の予約や指導者への賃金の支払いなどの事務的な面はクラブの運営補助者が行うことで、指導者の負担は軽減さ

れた。活動場所においては、部活動と時間帯が違い、一般の団体等と活動時間が重なってしまう時間帯がある。そのため活動場所の確保が難しいと指摘

された。

●今後の展開

令和7年度から休日の活動を希望する部活動は地域クラブでの活動になるため、実証において生じた課題を解決しながら地域クラブ化を進める。

令和4年度

委員会設置、
検討開始

生徒、保護者へ
の説明

令和5年度 令和6年 令和7年

町の方向性の
決定

受け皿の選定、
地域クラブの
支援策等検討

地域クラブ活動
の開始
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3.今後の方向性

年度 令和６年度 令和7年度 令和8年度以降

町

中学校

地域クラブ
（実施主体）

スポーツ関係団体

・地域移行検討委員会の開催、部活動指導員の配置、外部指導者の確保

・地域クラブの整備
・ガイドラインの作成

・地域クラブの支援（交付金・スクールバス等）

・平日クラブ化の検討

・地域クラブとの調整

・中学校との調整

総合型スポーツ文化クラブ
「遊’s」

（運営団体・実施主体）

・地域クラブとの調整 ・休日の地域クラブでの活動開始

・部活動顧問の配置、外部指導者の確保

・中学校、地域クラブとの調整、コーディネーターの配置、地域クラブの活動の把握

・実証事業 ・休日の部活動の受け皿としての活動開始

・休日の部活動の受け皿としての活動開始・休日の部活動の受け皿としての活動開始

・地域クラブへの支援（指導者等）


	三川町
	庄内町
	遊佐町



